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都市環境情報 –９
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前回のおさらい

「ベクトル型都市環境情報の概要」

GISのデータ構造

 ベクトル・データ
→ 点・線・面として表現される

 ラスター・データ
→ 点の集合でデータが構成されている
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ベクトル・データとは

・

原点０

点(Point) 例：公共施設の位置と名称など

線(Line) 例：道路・鉄道など

面(Polygon)
例：建物・行政界など
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ラスター・データとは？
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本日の講義内容（実習）

「ベクトル・データの収集・入力・加工・分析・表現」

具体的には...

「気温観測データの図化・分析」
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課題

渡辺研究室で観測した気温データをArcGISに取り込

み、気温分布図を作成してみましょう
※[practice2]フォルダをコピーして下さいね。

１）気温観測データ構造の認識

２）前回の演習で作成した宮城県のマップを呼び出す

３）ツール「XYデータの追加」で気温データの取り込み

４）プロパティ・シンボルで気温値を（例えば円の大きさで）図化

５）他の時刻についてもやってみる。

６）考察＆レポート
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完成予想図（例えばこんな感じ）
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１）気温観測データ構造の認識

Temp020808.csvを開くと...

観測点名 位置情報（経緯度） 時刻別観測気温データ
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２）前回課題のマップ（Miyagi.mxd）を開くと...

この部分に読み込まれる
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３）気温データの取り込み

「ツール」「XYデータの追加」で「temp020808.csv」を選択

確認

次に...
「日本周辺座標系」
「地理座標系」
「Tokyo.prj」
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すると...

観測点が描画されました
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測定点付近を拡大してから → ４）シンボル設定＆図化
（右クリック「レイヤの全体表示」）
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できた！
→ ラベル表示
→ 半透明
→ 道路標示
などなど、
作りこむ
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それでは...

５）他の時刻についてもやってみましょう！

６）考察＆レポート

・気温分布の性状を観察しましょう（各時刻）

・時刻によって気温分布は変わるのでしょうか？

・背景となっている土地利用状況との関連も考えてみましょう

７）これら踏まえて「レポート作成」して下さい。

次週も演習継続です。

レポート提出は、7/20の17:00とします。

MS-Word等で作成し、ファイル名は「学生番号」で、

「Rep_3」フォルダに保存


